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オオエンコウガニ 1 南東大西洋 
（Deep-sea red crab Chaceon erytheiae） 

 
（図版：SEAFO Stock Status Reportより） 

 

管理・関係機関 
南東大西洋漁業機関（SEAFO） 

最近の動き 
2022 年の第 19 回年次会合において、今後の科学委員会及

び年次会合を TAC 更新年（2 年に 1 度）に対面会合、それ以
外の年をオンラインで交互に実施することが決定された。
2024年 11月の SEAFO科学委員会で、2025～2026年のオオ
エンコウガニの総漁獲可能量（TAC）を、SEAFO管理海域（図
1）のうち B1海域で 162トンと勧告し、同年に開催された年
次会合で採択された。SEAFO B1海域の主漁場（Valdivia Bank）
におけるオオエンコウガニの標準化した単位努力量当たりの
漁獲量（CPUE：資源量豊度指数）は、2013年以降減少傾向に
あり、2021年はピーク時の 10％まで下がり、資源状況の悪化
が懸念されている（図 2）。尚、2022～2023年は本種に対す
る操業は行われなかった。 

利用・用途 
本種は、主に缶詰、ほぐし身として利用される。 
 

漁業の概要 
【漁法】 
本種は、かにかご漁業で漁獲される。 
 
【漁場】 
本種の主漁場は、SEAFO 管理海域内の B1 海域にある

 

1種名について 
FAO（2022）及びNishida（2022）によると、南東大西洋海域アンゴラ、ナミビア、南アフリカ EEZ内の沿岸域では、Chaceon 

maritae（FAOコード：CGE、英名：West African Geryon、和名：アフリカオオエンコウガニ）が漁獲されている。公海域（SEAFO
条約海域）では、主に Chaceon erytheiae（FAO新コード：YHI、英名：Deep-sea red crab、和名：なし）が漁獲されている。本
稿では SEAFO条約海域の内容を紹介するため、後者（Deep-sea red crab）の情報に関し記載した。本種の和名はないが、オオエ
ンコウガニ属の一種のため、本稿では、アフリカオオエンコウガニ（沿岸域）と区別するためオオエンコウガニ（公海）と便宜的
に名付けた。尚、マルズワイガニは、オオエンコウガニ属及び他の海域で漁獲される近縁種も含め一般に使用されている商品名で
ある。 

Valdivia Bankで（図 1）、操業水深は 280～1,150 mである。 
 
【操業】 
SEAFO 設立（2003 年）以降、2016 年と 2019 年を除き、

2021年まで毎年1～3隻のかにかご船が操業を行った（SEAFO 
2024）。操業した国は、日本、ナミビア、韓国、スペイン及び
ポルトガルの 5 か国で、主に日本とナミビアが操業を行った
（図 3）。2022～2024年は本種に対する操業は行われなかっ
た。 

 
【漁獲量】 
SEAFO B1海域の Valdivia Bankにおける本種の年別・国別

の漁獲量を図 3・表 1に示した。操業のあった年の漁獲量は 5
～808トンの間で変動し、平均約 185トン（2022年の南アフ
リカによるトロール調査の混獲量（1トン未満）を除く）、2007
年に最大漁獲量 808トンを記録した。韓国、スペイン、ポルト
ガルは短期間（1～2年間）操業し、1国あたりの年間漁獲量は
平均約 42トンと低かった。 

2008 年から TAC が設定されており 2016年まで 200 トン、
2017～2018年は 180トン、2019～2021年は 171トン、2022
年は 162トンで、CPUEの減少傾向に伴い TACも徐々に減少
傾向にある。操業があった年の TAC消化率は平均約 69％であ
った（表 1）。 

生物学的特性 
【分類】 
SEAFO 海域に生息し漁獲されるカニ類はオオエンコウガニ

科（Geryonidae）Chaceon属 4種（表 2）が知られているが、 
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表 1. SEAFO条約海域におけるオオエンコウガニ年別・国別漁獲量・TAC（トン）及び TAC消化率（%） 
（2003～2024年、SEAFO 2024） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注 1）- 操業（調査）なし。SEAFOは 2003年に設立。 
（注 2）（*） 南アフリカのトロール調査における混獲。 

海域の種類 海域数 定義

1か所 EEZを除く公海（網目海域）。

SEAFO Sub area 4か所 海域A～D。

既存漁場
（Division）
（緑色）

15か所

A0（2カ所）、A1（2）、B1（2）、C0（1）、C1（2）、
D0（5）及びD1 （1）。
1987～2011年（15年間）の操業実績（フットプリ

ント）を基に、2012年に合意された漁場で全漁

法操業可能。

既存漁場
（オレンジ色）

2か所

D0（Discovery海域内）。日本の底はえ縄開発

漁業で新漁場から既存漁場に変更された海域。
1区画単位で2か所の合計5個ある。底はえ縄漁

業のみ操業可能。

禁漁海域
（赤色）

11か所
但し禁漁海域12は、かにかご・底はえ縄漁業の

み操業可能。

新漁場
SEAFO条約域の既存漁場及び禁漁海域以外

の海域。

SEAFO条約海域

図 1. SEAFO条約域における関連海域と定義 

図 2. SEAFO B1海域 Valdivia Bankにおける
オオエンコウガニ資源量豊度指数（標準化
CPUE）の推移（2005～2021年）（SEAFO 2024） 
（注）2005年の指数は＊で表示。2006年～2009
年の指数は、CPUEデータが無いため不明。 

日本 ナミビア 韓国 スペイン ポルトガル 混獲（*） 合計 TAC
TAC消化率

(％)

2003 - - - 5 - - 5
2004 - - - 24 - - 24
2005 253 54 - - - - 307
2006 389 - - - - - 389
2007 770 3 - - 35 - 808
2008 39 - - - - - 39 200 20
2009 196 - - - - - 196 200 98
2010 200 - - - - - 200 200 100
2011 - 175 - - - - 175 200 88
2012 - 198 - - - - 198 200 99
2013 - 196 - - - - 196 200 98
2014 - 135 - - - - 135 200 68
2015 - - 104 - - - 104 200 52
2016 - - - - - - - 200 -
2017 140 7 - - - - 147 180 82
2018 - 173 - - - - 173 180 96
2019 - - - - - - - 171 -
2020 31 - - - - - 31 171 18
2021 21 - - - - - 21 171 12
2022 - - - - - <1 <1 162 -
2023 - - - - - - - 162 -
2024 - - - - - - - 162 -
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オオエンコウガニ（南東大西洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5年間） 

0～31トン 
最近（2024）年：0トン 
平均：10トン（2020年～2024年 
（2022年～2024年の操業は無く 2022年は混獲 1トン未満） 

我が国の漁獲量 
（最近 5年間） 

0～31トン 
最近（2024）年: 0トン 
平均：10トン（2020年～2024年） 
（2022年～2024年操業無し） 

資源評価の方法 体長コホート解析及び Y/R（Yield per Recruit）解析 

資源の状態 
（資源評価結果） 

2014年に体長コホート解析及びY/R（Yield Per Recruit）解析が行われたが、 
使用した成長式が他海域からの代用であったため、 
科学委員会は正式な結果としては認めなかった。 
しかし、解析結果から漁獲圧が最大持続生産量（MSY）を実現する 
レベルを下回っていると考えられている。 
2021年のCPUEはピーク時の 2013年の約 10％まで落ち込んでおり、 
科学委員会で資源状態の悪化が懸念されている。 
資源水準：不明（資源評価が合意されていないため） 
資源動向：減少（最近の標準化CPUEが減少傾向にあるため 

管理目標 HCRに基づくTAC（2025～2026年）（B1海域：162トン、その他の海域 200トン） 

管理措置 

 底魚漁業、禁漁海域、VMEを含む深海生態保全、開発漁業等の規則 
 B1海域における 2025～2026年 TAC162トン、その他の海域 200トン 
 サメ類保全措置 
 海亀類保全措置 

管理機関・関係機関 SEAFO 

最近の資源評価年 
2014年（資源評価は今まで 2014年のみ実施されたが、科学委員会で結果は合意され
なかった） 

次回の資源評価年 未定 
     


